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◆正規職員(看護職)募集
�看護師・助産師、24人程度。６月１日
採用予定、試験日：４月28日(水)　�昭
和50年４月２日以降に出生の看護師免許
取得者、昭和43年４月２日以降に出生の
助産師免許取得者　	４月12日～23日　

芦屋病院総務課管理担当(131-2156)

◆学校給食予備調理員募集
�市立小学校の学校給食予備調理員。勤
務日：学校給食を実施する日で、学校か
ら要請のあった日。報酬：１日あたり
7,350円(その他、期末手当、待機手当あ
り)、交通費：規定により支給　�調理師
免許を持ち、学校給食に意欲・関心のあ
るかた　
学校教育課(138-2087)

◆少年消防クラブ員を募集
�消防体験や関連施設の見学、防火広報
活動などを通し防火・防災の知識を修得
�市内在住の小学２年生～５年生、男女
不問、若干名(先着順)　	４月19日～30
日までに右記へ　
消防本部予防課予防
担当(138-2098)

◆兵庫県地球温暖化防止活動推進員の募集
�県民への地球温暖化防止に係る普及啓
発や実践活動などに取り組むボランティ
ア　	随時受付中　
生活環境部総務課
環境保全担当(138-2051)

◆県営住宅の入居者募集
�芦屋市・尼崎市・西宮市等の県営住宅
	芦屋市役所、兵庫県住宅供給公社の各
事務所、(財)兵庫県住宅建築総合センター、
ひょうご住宅相談所ほかで配布している
入居申込書に必要事項を記入の上、４月
19日から30日までに郵送　
兵庫県住宅
供給公社阪神事務所(10798-63-4333)

◆就学奨励費の申請
�市立小・中学校に就学している児童・
生徒の保護者で、経済的な理由により就
学させることが困難なかたに、学用品・
通学用品費、校外活動費等を援助します
�①生活保護を受けているかた②児童扶
養手当を受けているかた③世帯の年間所
得額が基準額以下のかた　	各学校へ　

教育委員会総務課(138-2085)

◆芦屋病院の診断書と証明書の文書料を
　改定します
 ４月１日から診断書と証明書の文書料
を改定します。現行の文書料は平成５年
４月に定められ、11年間据え置いており
ましたが、近隣病院との均衡を図り、適
正な負担をしていただくため改定するも
のです。普通診断書は1,500円から2,000
円に、生命保険関係診断書は3 , 0 0 0円か
ら4,000円に、各種証明書は1,000円から
1,500円に改定されます。

芦屋病院(131-2156)

◆みどりの課からのお知らせ

都市整備公社みどりの課(138-2103)
【緑のギャラリーをご利用ください】
　総合公園には緑のギャラリーとして、
緑の相談所と園芸書籍の閲覧や園芸ビデ
オ(貸出し可)の視聴ができるスペースが
あります。ぜひご利用ください。
【緑の募金にご協力を】
　みどりの日(４月29日)の街頭募金をは
じめ、地域・職場・学校募金にご協力を
お願いします。昨年度は市民の皆さんか
ら661,141円の「緑の募金」をいただきま
した。募金の半額は市に還付され、学校
園の緑化や総合公園緑の相談所の図書と
ビデオテープの充実に役立てました。

◆緑の相談所利用案内
�毎週水曜日・金曜日と第１・３月曜日
の９時～12時　�緑の相談所(陽光町1-1
総合公園内)　�花や緑(樹木など)に関す
る質問や相談(病害虫、植物の名前、育て
方など)　
緑の相談所(134-0031)

◆中央公園芝生広場の申込方法の変更
　芦屋中央公園の芝生広場の申し込みは
体育館・青少年センターと建設部公園緑
地課の２カ所で受け付けていましたが、
体育館・青少年センターのみの受け付け
となりました。

スポーツ振興課(131-8228)

◆労働保険年度更新手続きについて
　労働保険料の申告・納付は、５月20日
(木)までとなっています。事業主の皆さ
んは、期間内に手続きをお済ませくださ
い。

兵庫労働局労働保険適用室(1078-367-
0790)

◆ｉモードセミナー
�５月19日(水)10時～11時45分　�市民
センター301室　�携帯電話の便利な機能
を楽しむ(携帯電話は主催者が準備)　�
ＮＴＴドコモ関西　�20人　	はがきか
ファクスで５月７日(金)までに公民館へ。
当選者にのみ、はがきで連絡　
公民館
(135-0700 FAX22-6924 〒659-0068業平町
8-24)

◆「源氏物語」原典を読む講座
�４月26日(月)10時～12時　�市民セン
ター401室　�鈴木紀子氏(京都橘女子大
学教授)　�4,200円(６回分)　	直接会
場へ　
谷崎潤一郎記念館(123-5852)

　　　　　　　　　　４月30日まで

固定資産税・都市計画税(第１期分)
　／課税課固定資産税担当　  138-2017
法人市民税・事業所税(2月末日決算の法
人等)　　／課税課管理担当　138-2015

平成16年度「芦屋の教育―指導の方針」の概要をお知らせします

　
近
年
、
直
面
し
て
い
る
高
齢
化
問
題
、

少
子
化
問
題
、
情
報
化
問
題
等
の
課
題
に

関
す
る
学
習
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。

　
ま
た
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、

社
会
教
育
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

民
間
活
力
の
導
入
を
図
り
、
事
業
に
つ
い

て
も
、
民
間
と
提
携
す
る
こ
と
を
積
極
的

に
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
、
社
会
教
育
は
、

新
た
な
展
開
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

◆
高
齢
化
社
会
へ
の
対
応

　
急
速
に
進
展
す
る
高
齢
化
に
対
応
し
、

活
力
あ
る
豊
か
な
高
齢
社
会
へ
の
円
滑
な

移
行
を
図
る
た
め
に
、
高
齢
者
の
学
習
機

会
の
整
備
と
社
会
参
加
の
促
進
を
図
り
ま

す
。

◆
家
庭
教
育
へ
の
支
援

　
家
庭
教
育
は
、
す
べ
て
の
教
育
の
原
点

で
す
。

　
社
会
教
育
で
は
、
家
庭
教
育
に
関
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
学
習
機
会
の
提
供
や
、
相
談

体
制
の
充
実
、
普
及
啓
発
の
推
進
を
図
り
、

１
　
保
護
者
・
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学

校
園
づ
く
り
に
努
め
る

　
保
護
者
や
地
域
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る

開
か
れ
た
学
校
園
づ
く
り
を
し
ま
す
。
学

校
園
が
す
べ
て
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
と
な

る
よ
う
に
、
不
審
者
の
侵
入
へ
の
対
応
な

ど
、
危
機
管
理
意
識
を
高
め
ま
す
。
そ
の

上
で
、
芦
屋
の
自
然
や
家
庭
・
地
域
の
協

力
を
得
て
、
特
色
あ
る
学
校
園
の
創
造
、

活
力
あ
る
教
育
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
　
基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着
と
個
性

や
能
力
を
伸
ば
す
教
育
を
進
め
る

　
各
教
科
の
基
礎
・
基
本
の
徹
底
を
図
り
、

「
生
き
る
力
」
の
基
本
と
な
る
確
か
な
学

力
の
習
得
を
図
り
ま
す
。

　
地
域
等
の
教
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
大
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
指
導
補
助
員
を
活
用

し
た
個
別
学
習
等
、
き
め
細
か
な
指
導
の

工
夫
を
図
り
ま
す
。
平
成
十
七
年
度
か
ら

実
施
さ
れ
る
神
戸
第
一
学
区
と
の
統
合
も

視
野
に
入
れ
、
学
習
指
導
や
進
路
指
導
の

よ
り
一
層
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

３
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
心
の
教
育
の
充
実
を
図
る

　
道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
、
学
校
・
家

庭
・
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
、
あ
い

さ
つ
す
る
態
度
や
思
い
や
り
の
心
を
培
い

　
日
本
社
会
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
で
の
改
革

が
行
わ
れ
、
明
る
い
兆

し
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

教
育
界
に
お
い
て
も
同

様
に
改
革
が
推
し
進
め

ら
れ
よ
う
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
昨
年
末
に
は
、
学
習

指
導
要
領
の
ね
ら
い
の

実
現
と
内
容
の
一
層
の

定
着
を
図
る
た
め
、
学

習
指
導
要
領
の
一
部
改

正
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
県
に
お
い
て
は
、

学
校
が
家
庭
や
地
域
社
会
と
一
体
と
な
り
、

新
し
い
時
代
の
教
育
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
「
兵
庫
の
教
育
改
革
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
懸
案
で
あ
っ

た
公
立
高
等
学
校
普
通
科
の
芦
屋
学
区
と

神
戸
第
一
学
区
の
統
合
が
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
今
後
さ
ら
に
保
護
者
や
地
域
の
期

待
に
応
え
、
学
力
低
下
を
懸
念
す
る
声
を

払
拭
す
る
た
め
に
、
学
力
の
向
上
と
心
の

教
育
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
学
校
で
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
に
身

に
付
け
る
力
を
明
ら
か
に
し
、
ど
の
幼
児
・

児
童
・
生
徒
に
も
「
分
か
っ
た
。
も
っ
と

知
り
た
い
」
と
い
う
思
い
を
持
た
せ
る
よ

う
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
を
図
り
、
一
人

一
人
に
「
確
か
な
学
力
」
を
つ
け
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
　

　
き
め
細
か
な
生
徒
理
解
を
推
し
進
め
、

授
業
研
究
を
一
層
充
実
さ
せ
、
教
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
協
力
も
得
て
、
基
礎
・
基

本
の
徹
底
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
的
な
し
つ
け
や
善
悪
の
判

断
を
し
っ
か
り
身
に
つ
け
さ
せ
る
た
め
、

家
庭
と
連
携
し
、
毅
然
と
し
た
生
徒
指
導

を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
国
際
化
・
情

報
化
・
高
齢
化
等
の
社
会
の
多
様
化
に
対

応
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
生
涯
学
習
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
「
人
々
が
、
生
涯
い
つ
で

も
、
自
由
に
学
習
機
会
を
選
択
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
、
そ
の
成
果
が
適
切
に
評
価

さ
れ
る
」
よ
う
な
生
涯
学
習
社
会
を
め
ざ

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
国
際
文
化

住
宅
都
市
を
目
指
す
本
市
に
お
い
て
は
、

市
民
参
加
に
よ
る
多
様
な
学
習
機
会
や
情

報
の
提
供
に
努
め
、
「
芦
屋
の
文
化
」
を
、

と
り
わ
け
「
心
の
文
化
」
を
維
持
発
展
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　初心者から中級対象のパソコン講座でWindowsのパソコンが自宅にあ
り、文字の入力できるかたが対象です。内容は、ワードの基本操作を中
心に、はがきや名刺作りなどを行います。

お� 知� ら� せ�

　３月2 3日頃から各ご家庭へ配布しました「芦屋市家庭ごみハンドブッ
ク」に一部誤りがありました。「収集方法が異なる家電製品があります」
のページ、右下の「電気商業組合芦屋支部加盟店」の社名および住所に
一部誤りがありましたので、訂正しお詫びします。

社（店）名
アイレックス芦屋
アイレックス芦屋浜
㈱アライ電化
㈲エミヤデンキ
エミヤ商会
㈲北村電機商会
きくち電気芦屋店
サクラヤデンキ
ＴＨＡＮＫＳウチデラジオ
㈲立花電業
東洋テレビラジオセンター
ＭＳ倶楽部ヒガシ
㈲山村電器
北村電気岡本店
ツネヨシ電器
ムトウデンキ
ミズトリ電気

税Ｑ＆Ａ
固
定
資
産
税
が
急
に
高
く
な
っ
た
の
で
す
が

　
　
私
は
、
平
成
十
二
年
九
月
に
住
宅
を
新

築
し
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年
度
分
か
ら
税

額
が
急
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

　
　
新
築
の
住
宅
に
対
し
て
は
、
一
定
の
要

件
に
当
た
る
と
き
は
、
新
た
に
固
定
資
産
税

が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
年
度
か
ら
三
年
度

分
に
限
り
、
税
額
が
二
分
の
一
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
あ
な
た
の
場
合
は
、
平
成
十
三
・
十

四
・
十
五
年
度
分
に
つ
い
て
は
税
額
が
二
分
の
一
に

軽
減
さ
れ
て
い
た
訳
で
す
。

　
ま
た
、
三
階
建
て
以
上
の
中
高
層
耐
火
住
宅
等

に
つ
い
て
は
、
一
定
の
要
件
に
当
た
る
と
き
は
、

新
た
に
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
年
度
か
ら
五
年
度
分
に
限
り
、
税
額
が
二
分
の

一
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
減
額
適
用
期
間
が
終
了
し
た
こ

と
に
よ
り
、
本
来
の
税
額
に
な
っ
た
た
め
で
す
。

　
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　

　
　
　
課
税
課
固
定
資
産
税
担
当
　
1
#8
２
０
１
７

住　　　所
業平町3-6
浜町10-8
船戸町3-6-10
前田町3-10
前田町3-9
大原町4-14
大桝町1-13
西山町10-2
若宮町4-9
東山町30-4
茶屋之町6-12
浜町6-12
浜芦屋町1-10
岡本３丁目13-12
深江北町１丁目6-29
魚崎北町３丁目12-10
西宮市北名次町2-16

電　　話
31-1041
22-5426
22-9513
22-4229
23-4181
34-2121
31-3807
22-2837
22-5841
31-1854
32-1771
32-7588
34-1961
078-431-5686
078-412-3450
078-411-1384
0798-71-5519

「第26回芦屋サマーカーニバル」プレイベント
市民チャリティーゴルフ大会

　芦屋サマーカーニバルの成功を願い、芦屋カンツリー倶楽部の協力に
より市民チャリティーゴルフ大会を開催します。
日　時　５月27日(木)午前８時30分～(荒天中止)
会　場　芦屋カンツリー倶楽部
定　員　100人（２人組、４人組での申し込みも可能です）
費　用　22,000円(パーティー、チャリティー、賞品代含む)
申し込み　５月10日(月)＜消印有効＞までに、往復はがきに住所・氏名・
　　　　　性別・電話番号・生年月日を記入の上、下記へ。

問い合わせ　芦屋市民まつり協議会(芦屋青年会議所事務局内)
122-6946(月・水・金曜日、午前10時～午後４時)
〒659-0067 茶屋之町1-1 ブラウンビル２階Ｇ号

新しい時代を拓くこころ豊かな人づくり
～時代とともに変わるものと、
　　　　　　　変えてはならないものとの調和を目指して～

―
自
然
や
地
域
に
学
び
、

　
　
　
　
豊
か
な
感
性
と
創
造
性
を
は
ぐ
く
む
―

学
校
教
育
の
重
点
課
題

家
庭
教
育
を
支
援
し
ま
す
。

◆
情
報
化
へ
の
対
応

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
衛
星
通
信
な
ど
を
利

用
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
が
急
速
に

進
ん
で
い
る
中
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
学
習
情
報
提
供
や
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
た
事
業
の
展
開
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
学
校
週
五
日
制
へ
の
対
応

　
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

社
会
教
育
の
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
子
ど
も
の
生
活
の
場
で
あ
る
地
域
社
会
、

家
庭
、
学
校
そ
れ
ぞ
れ
が
役
割
を
明
確
に

し
、
相
互
連
携
を
図
り
、
新
た
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年

齢
や
生
活
ス
タ
イ
ル
、
目
的
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
気
軽
に
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
教
育
の
新
た
な
展
開
を
目
指
し
て

ま
す
。
恵
ま

れ
た
芦
屋
の

自
然
の
中
で
、

そ
の
す
ば
ら

し
さ
、
や
さ

し
さ
、
厳
し

さ
を
実
感
さ

せ
、
伝
統
文

化
や
「
わ
が

ま
ち
芦
屋
」
を
愛
す
る
心
や
誇
り
に
思
う

態
度
を
育
て
ま
す
。

　
指
導
者
の
人
権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と

と
も
に
、
不
登
校
や
い
じ
め
・
問
題
行
動

に
対
し
て
は
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
内

面
理
解
に
基
づ
い
た
厳
し
さ
と
や
さ
し
さ

を
備
え
た
忍
耐
強
い
指
導
を
行
い
ま
す
。

４
　
厳
し
さ
に
耐
え
る
心
と
体
を
育
て
る

教
育
を
進
め
る

　
体
育
の
授
業
を
充
実
さ
せ
、
運
動
能
力

を
高
め
、
一
人
一
人
に
応
じ
た
体
力
づ
く

り
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
忍
耐
心
や
克

己
心
を
培
い
ま
す
。
健
康
で
安
全
な
生
活

を
送
る
基
礎
を
培
う
た
め
、
家
庭
や
学
校

医
等
と
の
連
携
を
密
に
す
る
と
と
も
に
、

保
健
室
や
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
機

能
を
十
分
に
生
か
し
な
が
ら
、
幼
児
・
児

童
・
生
徒
が
自
ら
心
身
の
健
康
の
保
持
増

進
を
図
る
健
康
教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

５
　
教
師
自
ら
研
究
と
修
養
に
努
め
、
指

導
力
の
向
上
を
図
る

　
教
職
に
携
わ
る
者
と
し
て
の
使
命
感
や

倫
理
観
を
高
め
、
専
門
的
な
知
識
・
技
能

や
実
践
的
な
指
導
力
と
と
も
に
高
い
志
や

品
性
を
身
に
つ
け
、
子
ど
も
に
敬
愛
さ
れ

る
よ
う
努
め
ま
す
。
教
職
員
一
人
一
人
が

教
育
の
現
状
や
課
題
を
十
分
に
理
解
し
、

研
修
を
充
実
さ
せ
、
指
導
力
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

ごあいさつ
　芦屋市教育長　藤原　周三

花と緑の講習会短期講座
～ハーブ講座１～

問い合わせ
都市整備公社みどりの課　138-2103

日　時　①５月15日、②６月19日、③７月17日
　　　　いずれも土曜日、午前10時～正午
会　場　総合公園講習会室　
内　容　①「ハーブの魅力と代表品種」
　　　　②「ハーブでつくるキッチンガーデン」
　　　　③「芦屋で栽培可能なハーブ」　
費　用　初回登録時に3,500円(テキスト代・材料費含む)
定　員　30人
申し込み　５月１日(土)から下記へ

芦屋市家庭ごみハンドブック
訂正とお詫び

電気商業組合芦屋支部加盟店

講�習�・�講�座�

問い合わせ　環境処理センター　122-2155

公民館パソコン講座受講生募集
問い合わせ　公民館　135-0700(〒659-0068 業平町8-24)

■パソコン入門講座(回数は５回)

〈Ａ－１コース〉５月10日～６月７日、毎月曜日
　　　　　　　　午前10時～11時50分
〈Ｂ－１コース〉５月10日～６月７日、毎月曜日
　　　　　　　　午後１時～２時50分
■中級のパソコン講座(回数は５回)

〈Ａ－２コース〉５月12日～６月９日、毎水曜日
　　　　　　　　午前10時～11時50分
〈Ｂ－２コース〉５月12日～６月９日、毎水曜日
　　　　　　　　午後１時～２時50分
〈Ａ－３コース〉５月13日～６月10日、毎木曜日
　　　　　　　　午前10時～11時50分
〈Ｂ－３コース〉５月13日～６月10日、毎木曜日
　　　　　　　　午後１時～２時50分

問い合わせ　学校教育課　138-2087

問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
　
1
#8
２
０
９
１

会　場　市民センター217室
教材費　1,500円(受講料は無料)
定　員　各コースとも16人
申し込み　往復はがきに住所、氏名、電話番号、年齢、希望コース(第
　　　　　２希望もあれば記入)の上、４月23日(金)＜消印有効＞まで
　　　　　に、公民館へ。

項　目
試験日

天　　　　　　候
気　　　温 （℃）
検　水　名
水　　　温 （℃）
Ｐ　　　Ｈ
Ｓ　　　Ｓ（mg/R）
Ｂ　Ｏ　Ｄ（mg/R）
大腸菌群数（個/p）

備　　　　　　考

「下水」の水質検査結果 下水処理場132-1291

用語の説明【ＰＨ】水素イオン濃度。酸性度を示し７が中性。７より
大きいほどアルカリ性が、小さいほど酸性が強い【ＳＳ】不溶性の
固形物。水質汚染の原因になる【ＢＯＤ】生物化学的酸素要求量。数
値が高いほど有機物が多い。

平成16年2月18日（水）
活性汚泥
法処理に
よる基準

5.8～8.6
70以下
20以下
3,000以下

前　日　曇　り
前々日　晴　れ

前　日　曇　り
前々日　曇　り

晴　れ
8.9

晴　れ
6.5

流入水
　16.2
　　7.3
　  97
　147
30,000

処理水
　17.6　
　　6.7　
　1　
　　0.6　
　0　

流入水
　16.9
　　7.2
　146
　112
57,000

処理水
　17.8　
　　6.7　
　1　
　1　
　0　

平成16年3月3日（水）

9ch.広報�ガイド�テレビ�テレビ� 番組�

芦屋市政キララ！

　・その他のニュース
　・広報トピックス
世界の童謡(ドイツ)

ミニ特集　

市民の時間　

イベント案内

※4月25日(日)は「J-COMプレビューデー」のため、④⑤の放送はありません。
■番組に関する問い合わせ　広報課　138-2006
■CATV全般に関する問い合わせ
 ㈱ケーブルネット神戸芦屋(J-COM Broadband神戸・芦屋)　70120-13-8160

４
月

① 8 :00

②11:30

③16:00

④19:30

⑤22:30

※VTRの
　貸出可

　

「新しい芦屋～潮芦屋」

「Backe, backe kuchen(ケーキを焼こう)」
「気をつけよう！ゆすり・たかり」
「行ってみました芦屋温泉」
「市民チャリティゴルフ大会」
「山まつり」

放送時間
〔30分〕

サーティ
min.芦屋広報番組　あしや30

毎月20日は�

短い距離は歩きましょう�

「阪神地域ノーマイカーデー」�

A Q

指導補助をしている大学生ボランティア

中学校体育会

芦屋川でさまざまな発見をする幼児たち


